平成○○年度　　学校経営方針
○○○○立○○中学校

校長　○　○　○　○

学校は生徒の人間形成をめざして、公教育を実践する場である。本校の教育目標


を達成するために、次のように経営を進める。

1． 学校経営のねらい
（保護者・地域に約束する学校の姿）

（1） 安全な学校

どの生徒もかけがえのない生命を持ち、やり直しのきかない人生を 歩んでいる。命を大切にすることは教職員の義務である。学校はどこよりも安心して生徒を任せられる場所であり、生徒が伸び伸びと学べる所でありたい。

（2） きれいな学校

「居は人をつくる」という。心豊かな生徒を育てるには、相応の環境設定が必要である。今までの改修工事で充実した施設・設備を保持し活用することによって、清潔で明るい学校にしたい。物を大切にし美しいものに目を開き、人を愛する感性は、「思いやりの心」を育てる必須条件である。

（3） きまりよい学校

生徒の個性を尊重し、伸ばすことは教育の根源である。しかし、主体性を大事にすることで放任に流れてはならない。きまりを守る生活態度は、社会人、国際人になるための基本的ルールである。規律の乱れは、その場で正す学校でありたい。

（4） 楽しい学校

生徒にとって学校生活が「楽しく待たれる場」でありたい。楽しいということは、「勉強がわかる」、「友達がいる」、「自分が認められる」「変化に富む学校行事がある」ことが望まれる。それにも増して、生徒をあたたかく見守り、励まし、助言する教師が常にそばにい る学校でなければならない。

（5） 信頼される学校

「生徒へは愛を、生徒からは信頼を」は、私の教育信条である。また、保護者の期待も「良い教師に行き届いた教育を」に尽きる。教育公務員としての身分と職責を自覚し、専門職としての誇りを持って研修に励みたい。そして、教育の成果を生徒の姿で証明する学校でありたい。
2． ねらいを達成するための具体策
（1） 学年学級経営の重視

· 教育の基盤は学級にある。

· 経営案を持ち、意図的・計画的に経営を進める。

（2） 授業の充実

· チャイムで始まり、チャイムで終わる。

· 学年同一歩調でによる内容と進度で、保護者の不安を解消する。

· 担任と教科担当との連携を一層深める。

（3） 生徒会活動の充実

· 役員会、専門委員会、学級活動の活性化を図る。

· 生徒の創意を生かし、出番の多い活動を実施する。

（4） 生活指導の徹底

· 「心の通う明るいあいさつの」習慣化を図る。

· 「特に配慮を必要とする生徒」の全校的な共通理解と指導を進める。

· いじめ、非行などの課題に常に関心を持つ。

· 生活指導に関わる情報交換を綿密に行う。

（5） 安全指導の徹底

· 事故を防ぐための安全点検を実施し、事故発生のときは迅速・適切に処理する。

· 養護教諭との連携を密にするとともに、保健指導の充実を図る。

· 避難訓練の計画に従い、厳しさのある訓練を実施する。

（6） 学習評価の改善

· 新指導要録の改訂を踏まえた通信表の改善を進める。

· 生徒の励みになり、保護者も納得する評価のあり方を研究する。

（7） 研修の充実

· 計画的な研修の実施

· 年間を通して、学級経営を主題とした研修の実施

· 授業研究、パソコン研究などの研修の実施

◆自ら学び深く考える。


◆健やかな心を育て体を鍛える。


◆自己を正しくみつめ責任を果たす








